
国家公務員および独法・国研に関するキャリアセミナーを開催 
 
東京工業大学の学生支援センター未来人材育成部門とイノベーション人材養成機構（IIDP）
は，学生のキャリアの選択肢を拡げる目的で，国家公務員，独立行政法人，国立研究開発法
人に関するキャリアセミナーをオンラインで開催しました。 
学士課程から博士後期課程までの学生が参加し，それぞれの仕事の内容や魅力について知
る機会となりました。 
 
2月 13日に開催した特別セミナー「キャリアとしての国家公務員」では，まず，人事院人
材局の方が「どんな省庁があるのか」「国家公務員の仕事とは」「国家公務員になるためには」
といった概要をお話くださりました。研究のプロセスは政策の企画・立案プロセスと共通で
あること，社会への影響を考慮した技術の実装や効率的・効果的な政策の実現が求められて
いることから，理系職員の使命や役割がますます大きくなっているとのお話がありました。
また，「電気自動車」を例に挙げて，ある分野や事業に関わる国家公務員の職場（省庁）は
思いのほか多いこと，理系職員のキャリアパスは省庁によって様々であることから，「自身
が特に関心のある分野」と「希望の仕事・働き方」によって，国家公務員としてのキャリア
には様々な可能性があることをご説明いただきました。 
「国家公務員＝深夜残業」のイメージを持つ学生も少なくありませんが，国家公務員でもフ
レックスタイム制やテレワークの利用が進み，男性育休の取得率，女性の採用・登用割合の
向上等，働き方改革や男女共同参画が着実に進んでいることもわかりました。さらに，近年
では博士号取得者の専門知識や調査分析能力等も評価，期待されていること，民間企業との
交流や国際機関での勤務といったキャリアチャンスもあるとのお話もありました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



続いて，東工大を卒業後に国家公務員として働いているお二人（環境省および総務省）から，
「なぜ国家公務員を目指したのか」「どんな仕事をしているのか」「どのような就職活動を行
ったか」等についてお話いただきました。学生時代の研究内容そのものが直接仕事につなが
ることは多くはないものの，理工系の知識がとても役に立ち，なによりも「国家公務員とし
て政策立案に携わっている」というやりがいを日々感じていらっしゃることが伝わりまし
た。参加した学生も，年代の近い先輩が生き生きと働いている様子に刺激を受けました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
当日は，50名以上の学生が参加しました。参加した学生からは「自分の専門を生かせるか」
「国家公務員に求められる人材像とは」「仕事に必要な法律などの知識はどのように勉強す
ればよいか」「どのようなキャリアプランを描いているか」「公務員試験対策はどのようにす
ればよいか」等，多くの質問があり，お話くださった 3 人の国家公務員の方々が丁寧かつ
率直に回答してくださりました。 
 
終了後の学生アンケートでは，「先輩が国家公務員を目指した動機を聞くことができ，自分
の進路選択の参考となった」「公務員は専門知識がないと難しいと思っていたが，今回のお
話を聞いて，公務員のイメージが変わり，関心が湧いた」「国家公務員に興味はあったもの
の，よく知らなかったので，どんな職業かについての理解が深まり，とても有意義だった」
「研究で社会に貢献するという意味だけではなく，研究で得た知識を活かすという意味に



おいても，自分の専門を深く学ぶことの重要性を感じた」といった感想がありました。 
 
2 月 16 日に開催した「独立行政法人 国立研究開発法人等 業務説明会」には，20 法人，
80名以上の学生が参加しました。東工大の卒業生には，学生時代に修得した知識や技術を
活かして，独立行政法人で公的な業務をしたり，国立研究開発法人で研究開発をして活躍し
ている方が多くいることから，特に東工大生の採用実績のある法人，技術系専門分野に関連
のある法人にご参加いただき，事業内容，業務・職種等についてご説明いただきました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
当日は，まず，全 20法人が 3分間ずつプレゼンを行い，「どんな業務を行っている法人か」
「どんな人材を求めているか」等について説明しました。様々な業務を行っている独法・国
研が多く存在すること，民間企業とは業務の目的や内容が大きく異なること，各法人に理工
系人材の活躍の場が多くあることが伝わりました。 
 
その後，法人ごとのブレイクアウトルームを設置し，参加学生は，それぞれ希望する法人の
ルームで詳しい話を聞きました。特に研究職や技術職に興味のある学生にとっては，実際に
法人で働いている方の生の声を聞くことができる貴重な機会となりました。 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
終了後のアンケートでは，学生からは「幅広い公的機関や法人のお話を聞けて，とてもあり
がたかった」「名前だけは知っていた法人について，今回業務内容を詳しく知ることができ，
大変おもしろかった」「文系のイメージが強かった法人について，理系のスキルが役立つこ
とを知ることができ，新しいキャリアの道を知った」「就職活動がうまくいかずに悩んでい



たが，働く場所はたくさんあるのだと知り，少し楽になった」といった感想がありました。 
また，参加した法人からも「独法・国研の括りで説明会を開催していただけることは非常に
珍しく，また同業界を志望する学生さんにお集まりいただいているので説明がしやすかっ
た」「全く他分野の学生さんの意見も聞けたのがよかった」「来年度以降も是非参加して学生
さんとお会いしたい」といった感想をいただきました。 
 
東工大では，通常のキャリア相談や就職ガイダンスに加え，今回のように，様々な職種につ
いて学生に知ってもらうセミナー等を開催しています。各学生が，キャリアの選択肢は多種
多様であることを認識し，自身の興味や関心に沿ってキャリアプランをしっかりと考える
ことができるよう，そして，そのキャリアプランに沿った進路を進むことができるよう，こ
れからも支援していきます。 
 
 
 


